
町民の声への回答 

 

タイトル：電源立地交付金（水力発電施設周辺地域交付金相当部分）の交付状況について 

 

昭和 56年に水力発電所所在市町村に対する助成策として「水力発電施設周辺地域交付金」

が創設されましたが、現行の制度の交付期間は「運転開始後 15 年以上経過している水力発

電施設が所在し、最大 30 年の交付を受けることが可能」となっており、多くの市町村で平

成 22 年度に交付期間の期限を迎えました。平成 23 年度に交付金限度額が 2／3 に見直され

るなどありましたが、10 年延長され、現在に至っています。 

 

■交付金額 

【～H22】 

郡家地域（旧郡家町） 450 万円 

 八東地域（旧八東町） 450 万円 

（八頭町  900 万円） 

【H23～】 

郡家地域 300 万円 

 八東地域 300 万円 

（八頭町  600 万円） 

 

■交付金対象の考え方 

 現在の制度では、八頭町の交付金額は上限 600 万円で、郡家地域 300 万円、八東地域 300

万円で事業を実施しています。（交付金額以上の事業費は地元負担を要します） 

 

 電源立地交付金は、公共用施設整備をはじめ、医療、教育、福祉など、広範で様々な使

途に充てられる制度です。また、合併した町全域で事業は可能ではありますが、本町では、

使途・対象において従来の方針を踏襲し、水路・道路の改修といった公共用施設整備を実

施しています。対象は、発電所立地による「減水区域」として、郡家地域の大御門地域を

中心とした集落等の輪番実施、八東地域においては、毎年、地元要望や緊急度等を勘案し

て箇所を決定しています。 

※合併後の実施事業を一覧としていますので、別添でご確認ください。 

  

引き続きご理解とご協力をお願いします。 




